
第五次総合計画

基本計画

豊かさ実感リーディングプロジェクト

　 “地域で守る”生涯安心安全プロジェクト

　 “ディスカバーかごしま”文化創造プロジェクト

　 “食の都かごしま” チャレンジプロジェクト

　 “花と緑の回廊”環境創出プロジェクト

　 “地域のきずな”活性化プロジェクト



　

豊かさ実感リーディングプロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

◇ 基本構想に掲げた都市像は、６つの基本目標の達成、基本計画及び実施計画に掲げる基本・
単位施策及び事業を展開することを通じて実現していくことが基本となるが、この施策・事業
を展開していくにあたり、都市像に掲げる“豊かさ”～「人」、「まち」、「みどり」～を実現し
ていく観点から、特に先導的かつ重点的に取り組むべきものを「豊かさ実感リーディングプ
ロジェクト」として掲げる

◇ 「豊かさ実感リーディングプロジェクト」に掲げる施策・事業群は、基本計画中「基本目標別計
画」及び「実施計画」に掲げる施策・事業の中に含まれるものであり、６つの基本目標を横断
的に展開することを通して、基本目標の達成ひいては都市像の実現を一層推進していく役割
を担うものである

“豊かさ”
実感都市

人

まち みどり

事業者 市民

行政

都市の豊かさ 自然の豊かさ

心の豊かさ

６つの基本目標

実施計画

基本計画

基本目標別計画

●施策の基本的方向
●施策の体系

・ 24の基本施策
・ 79の単位施策

●実施する事業

豊かさ実感リーディングプロジェクト

人

まち

みんなで
創る

みどり

“地域で守る” 生涯安心安全プロジェクト

“ディスカバーかごしま” 文化創造プロジェクト

“食の都かごしま” チャレンジプロジェクト

“花と緑の回廊” 環境創出プロジェクト

“地域のきずな” 活性化プロジェクト

都市像
人・まち・みどり みんなで創る
“豊かさ”実感都市・かごしま

基本構想
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豊かさ実感リーディングプロジェクト

“地域で守る”生涯安心安全プロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

～世界基準の安心安全都市を目指します！～

　本市は、安心安全まちづくり条例に基づき、犯罪・
事故・自然災害の未然防止に取り組んでいます。こ
れらの取組に加え、事故やけがの原因を調査し、年
齢層別、生活環境別に科学的な分析を行い、地域ご
との課題を抽出し、それに対して住民や関係団体、行
政が協働して防止策の検討・実施を行う、セーフコミ
ュニティの手法を導入した取組を行います。これによ
り地域の多様な人材や資源の活用・活性化を図り、
鹿児島ならではの地域の特性を生かした対策を行う
ことで、安全性を高め、生涯にわたって安心安全に暮
らせるまちづくりの推進を目指します。

実
施
す
る
主
な
取
組

目
的
と
概
要
・
協
働
連
携
体
制

推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

セーフコミュニティとは？

年齢層別・生活環境別に想定される事故やけが（例示）

プロジェクトのイメージ図

　地域住民自らが関係団体や行政と連携して、事故やけがの防止に取り組む活動を行っ
ている自治体を世界保健機関(WHO)セーフコミュニティ認証センターが認証する制度
のことで、京都府亀岡市などが認証を受けています。

事故防止等の活動

各地域の組織

地域安心安全
ネットワーク会議

町内会、スクール
ゾーン委員会、
交番など

校区社会
福祉協議会

町内会、あいご会、
老人クラブ、
民生委員など

提案・報告

活動支援

地域の
安全性の
向上

効果
作業部会（調査・評価）

全市的な組織

安心安全まちづくり
推進会議

警察、消防、PTA、
民生委員、商工会議所

など

医療機関、
研究者など

子どもや高齢者等の
事故発生状況を調査

市内各地域を巡回

モデル地域から段階的に開始

セーフコミュニティの周知

認証準備

事故等の防止活動
の実施

セーフコミュニティの
認証取得及び活動
推進

地域の安全診断、
事故等の防止策の
検討

活動推進
認証取得
宣言

認証取得
（想定）

H24 H25 H26 H27 H28

①子どもや高齢者等
の事故発生状況を
調査

②地域の安全診断、
事故等の防止策
の検討

③事故等の防止活動
の実施

④セーフコミュニテ
ィの認証取得及び
活動推進

■子どもや高齢者などの事故発生状況を、各種統計や市民アン
ケートなどにより調査し、年齢層別や生活環境別の傾向など
を地域ごとに分析します。

市民局・
健康福祉局･
教育委員会

■各地域の組織と連携して、事故発生状況の調査結果等に基づ
き、地域ごとに課題を抽出し、事故等を防止するために必要な
対策を検討します。

市民局・
健康福祉局･
教育委員会

■事故等の防止活動を実施する体制が整った地域（モデル地域）
から段階的に取組を進め、市域全体への展開を図ります。

市民局・
健康福祉局･
教育委員会

■地域の安全診断や研修会等を通じてセーフコミュニティの手
法による地域の安全性向上に関する意識の啓発を図るととも
に、各地域における事故等の防止活動の実施状況を踏まえて
認証取得に取り組みます。

■防止策の成果を評価し、評価結果に基づいた改善を行う体系
的な仕組をつくるとともに、国内外の認証都市との連携を図
り、より安全性を高める取組を進めます。

市民局・
健康福祉局

分　類

生活環境

その他

家　庭 風呂での溺水
学校での事故
公園でのけが
登下校の事故
児童虐待
いじめ

やけど
学校での事故
運動中のけが
自転車の事故
非行
いじめ

火事
職場での事故
レジャーの事故
車の事故
家庭内暴力（DV）
心の健康

転倒
作業中のけが
レジャーの事故
歩行中の事故
高齢者の虐待
心の健康

学校・職場
余　暇
交　通
暴　力
自　殺

子ども 青少年 成　年 高齢者
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目標現況

目標現況

げんきいきいき運動器機能向上プログラム

児童の見守り活動

豊かさ実感リーディングプロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

目
標
指
標

このようなまちを目指します！

み
ん
な
の
役
割

地域の安心安全のための
活動に関心を持っている
市民の割合

主な指標

市内の交通事故による
子どもの負傷率
（子ども1万人あたり）

市内の交通事故による
高齢者の負傷率
（高齢者1万人あたり）

目標現況

％

人

目標現況

人

人

人

目標現況

％

算出方法等： 市民意識アンケート調査

算出方法等： 県警統計

算出方法等： 県警統計

57

21

68.4 78.0

市民　　

地域・NPO等

事業者

行政

◇事故防止等に関する知識の習得に努めましょう。
◇地域の一員として、安心安全向上のための取組に参画しましょう。

◇専門分野を生かし、地域の活動を先導しましょう。
◇団体間の横断的な連携を図り、役割を分担しましょう。

◇専門分野の知識や能力を生かし、住民の力になりましょう。
◇従業員に事故防止等に関する知識や技術を習得させましょう。

◇市民局、健康福祉局等が中心となり、官･民･地域一体となって進め
ます。

◇国内外の都市との連携を通じて情報を収集し、地域へ提供します。

34

20

（H28）

（H28）

（H28）
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吹奏楽

豊かさ実感リーディングプロジェクト

“ディスカバーかごしま”文化創造プロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

～みんなで地域文化を育み、地域の活性化につなげます！～

　都市化の進展や少子高齢化の進行により、これまで永年にわ
たって育まれてきた伝統芸能や祭り、風物詩を継承していくこ
とが難しくなりつつあります。また、歴史のイメージが強い鹿児
島ですが、美術や音楽にもゆかりの深い都市です。
　こうした地域資源を掘り起こし、地域の人々はもとよりＮＰＯ
やボランティア、事業者など市民みんなで地域文化を守り、育
てるとともに、各地域で行われる取組に光を当て、“まち全体が
ステージ”のイメージで、分野別・季節別・地域別などさまざま
な切り口で、県内外に情報発信を行うことなどにより、文化振興
を通じた元気な地域づくり、人づくりを進めます。

●伝統芸能や祭り、風物詩などの伝統文化・行事の振興 
●黒田清輝、藤島武二、松方幸次郎（松方コレクション：国立西洋美術館）などの出身地であるこ
と、日本吹奏楽のさきがけである薩摩藩軍楽隊を生み出したことなど、本市特性を生かした美術
（アート）＆音楽イベントの開催
●これらの取組に四季の変化、季節の風物詩などの自然の彩りを加えた、新たなイメージ戦略によ
る「文化薫る“美のまち鹿児島”」の情報発信

実
施
す
る
主
な
取
組

目
的
と
概
要
・
協
働
連
携
体
制

推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

プロジェクトのイメージ図

シンポジウムの開催

各種イベントの開催

新たなイメージ戦略
の推進

各種プレイベントの
開催

H24 H25 H26 H27 H28

①シンポジウム
　の開催

②音楽イベント
　の開催

③美術イベント
　の開催

④地域の伝統芸能
やイベントなどの
魅力アップや新た
な取組の推進

■平成２３年度に策定した「文化薫る地域の魅力づくりプラン」
に基づく取組を広報・啓発するため、シンポジウムを開催しま
す。

教育委員会

■日本吹奏楽のさきがけである薩摩藩軍楽隊を生み出したこと
などを踏まえ、各地域で音楽を楽しめるイベントの開催など
を通じ、音楽でまちや暮らしを彩ります。

教育委員会

■鹿児島ゆかりの作家の展覧会の開催を検討するほか、本市の
地域資源を生かした美術イベントの開催などを通じ、美のま
ち鹿児島をアピールします。

教育委員会

■地域の伝統芸能やイベントなどの魅力アップや地域ぐるみの
参加の促進、地域の文化の掘り起こしを行うとともに、新たな
取組を推進し、それぞれの地域資源を守り育てます。

市民局・経済
局・建設局・
教育委員会

⑤上記①から④の取
組をパッケージ化
し、新たなイメー
ジ戦略を推進

■各地域での取組に、四季の変化、季節の風物詩などの自然の
彩りを加えてパッケージ化し、新たなイメージ戦略により、県
内外へ情報発信します。

市民局・経済
局・建設局・
教育委員会

本格的運用

鹿児島ゆかりの作家の展覧会開催

試行運用

市域内交流

美術
イベント

音楽
イベント

伝統芸能・
祭り

新たな
取組

地域A

地域E

地域F

地域G 地域C

地域D

地域H 地域B

市域外
交　流

市域外
交　流

多種多様な実施主体が
地域やイベントなどの様々な場面で取り組む
●市民・各種団体・地域・NPO・行政

●地域資源の発掘＋新たな文化創造

●地域文化の振興
●地域コミュニティの活性化
●交流人口の増加による地域活性化
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目標現況

目標現況

地域で育まれてきた伝統芸能

石垣のある八重の棚田

市民参加型の美術イベント

季節の風物詩（夏のひまわり）

豊かさ実感リーディングプロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

目
標
指
標

このようなまちを目指します！

み
ん
な
の
役
割

「音楽、美術、伝統芸能等の
文化振興を通じて、まちの
魅力が高まっている」と感
じる市民の割合

主な指標

文化活動に参加している
市民の割合

文化関連施設の利用者数

目標現況

％

目標現況

人 人

目標現況

％

算出方法等： 市民意識アンケート調査

算出方法等： 市民意識アンケート調査

算出方法等： 地域公民館や市民文化ホールなどの利用者数

3,168,027

32.3 45.0

％％

13.8 20.0

市民　　

地域・NPO等

事業者

行政

◇地域の一員として、地域文化に関心を持ち、活動しましょう。
◇地域文化を振興し、保存・継承に努めましょう。

◇専門分野を生かし、地域文化活動を先導していきましょう。
◇横断的な連携を図り、役割を分担しましょう。

◇自らも地域の一員として、地域文化に関心を持ち、それぞれの特性
を生かしながら、住民とともに活動しましょう。

◇教育委員会、経済局等が中心となって進めていきます。
◇プロジェクトの取組について、支援を行うとともに、県内外へ情報発
信を行います。

3,500,000

（H28）

（H28）

（H28）
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プロモーション活動

国内外との
活発な交流

市　民

豊かな農林水産資源

交流・にぎわい
の場づくり

交流人口の増

食体感消費・販売

農林水産物の生産拡大／食体感への活用

行　政大学等

新商品等の開発
にぎわいの増

農林水産物生産の増

製造品出荷の増

産業の集積

商品販売等の増 味わう・楽しむ

地域・NPO等

事業者

豊かさ実感リーディングプロジェクト

“食の都かごしま”チャレンジプロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

　鹿児島の豊かな農林水産資源を活用し、生産から加工、流
通、消費まで一体となった取組を進めるとともに、鹿児島の歴
史・文化・自然などの風土を感じながら、市民や観光客等に
“美味のまち鹿児島”を体感し、楽しんでもらえるような演出を
行うなど、「食」を通じて国内外と活発に交流する“食の都”と
しての総合的なブランド力の向上を図ることにより、にぎわいと
活力あふれるかごしまを目指します。

●日本有数の農業産出額を誇る鹿児島の豊富な食材をさらに活用するため、安全安心かつ新
鮮で良質な農林水産物の生産拡大を図るとともに、農商工業者をはじめ産学官の多様な主
体が連携する中で、新商品等を開発し、鹿児島の「食」の魅力や市場における競争力の向上
を図ります。
●開発された新商品等の市域内における消費の拡大や国内外への積極的なＰＲ等による販路
拡大に取り組むとともに、食関連分野の新産業の創出や企業立地推進により、関連産業の
集積を図ります。
●市民や観光客等が「食」を生かして人や自然と触れ合う体験・交流型のグリーン・ツーリズ
ムなどを推進するとともに、鹿児島の“美味”を体感し、楽しんでもらえるような演出を行い
ます。 実

施
す
る
主
な
取
組

目
的
と
概
要
・
協
働
連
携
体
制

推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

プロジェクト策定記念
シンポジウムの開催

“食の都”の普及・啓発

新商品等の開発・販路
拡大、企業立地推進

観光農業公園や農産
物直売施設等の活用

「食」を生かした
イベント等の開催

広報ツールの作成
プロモーション活動

H24 H25 H26 H27 H28

①農林水産物の生
産拡大

②新商品等の開発
の促進

③交流・にぎわいの
場づくりの推進

④「食」を体感する　
イベント等の開催

⑤域内消費・販路
　拡大の促進

■農業の新たな担い手の育成や特産農産物の生産振興を図る
ことなどにより、競争力の高い特色ある農林水産物の生産拡
大に取り組みます。

経済局

経済局

■産学官の多様な主体が連携し、豊かな農林水産資源等を活用
して魅力ある新商品等の開発に取り組むとともに、食関連分
野の企業立地推進等により、関連産業の集積を図ります。

経済局・
健康福祉局

■観光農業公園や農産物直売所、中央卸売市場などを活用し、
「食」を生かした市民・観光客等の交流やにぎわいの場づくり
を推進します。

経済局
■“食の都”の普及・啓発を図る記念シンポジウムの開催や、市
民・観光客等が「食」を体感し、楽しめる場づくりのため、飲食
店等と連携したイベントなどを開催します。

■地産地消や食育の推進などにより、市域内の消費を促進する
とともに、鹿児島ブランドの商品価値の向上やプロモーション
等の推進により、海外を含めた販路の拡大を促進します。

経済局・
健康福祉局・
教育委員会

広報ツールの作成・戦略的なプロモーションの実施

事業者の新商品等開発や海外を含めた販路拡大の促進、企業立地推進

観光農業公園・県茶業指導農場跡地（直売施設等）の整備・活用

鹿児島の“美味”を体感するイベント「薩摩美味維新」等の開催

～みんなで「食」を通じた国内外との活発な交流を目指します！～

プロジェクトのイメージ図

農林水産物の消費・販路拡大
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目標現況

目標現況

豊かさ実感リーディングプロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

目
標
指
標

このようなまちを目指します！

み
ん
な
の
役
割

「かごしまが“食の都”である」
と感じる市民の割合

主な指標

食料品製造業における粗付加
価値額（従業者４人以上）

市内の農産加工グループが
作った加工品数　

目標現況

％

百万円

目標現況

種

百万円

種

目標現況

％

算出方法等： 市民意識アンケート調査

算出方法等： 工業統計

86 96

46,232 48,170

66.0 75.0

市民　　

地域・NPO等

事業者

行政

◇鹿児島の安全安心な産品や商品に対する理解を深め、地産地消に努
めましょう。
◇鹿児島の「食」の素晴らしさを市内外に広く伝えましょう。
◇地域が有する豊かな農林水産資源を活用し、事業者などさまざまな
主体と連携しながら「食」を生かしたイベントの開催などに取り組み
ましょう。

◇競争力の高い特色ある農林水産物の生産に取り組みましょう。
◇魅力ある新商品等の開発や積極的な販路拡大に取り組みましょう。
◇飲食店等で鹿児島の食材を積極的に活用し、食の魅力のＰＲに努め
ましょう。

◇経済局が中心となり、事業者や大学など産・学・地域等と連携しな
がら、みんなで一体となって進めます。

観光農業公園パース図

グリーン・ツーリズム農業体験

（H28）

（H28）

（H28）

138 139



全国都市緑化フェア
開催（Ｈ23）

自然環境・緑化活動への
気運の高まり

地域・NPO等

行　政

事業者

市　民

市民・事業者等
との協働による緑化

花と緑の回廊創出花と緑の回廊創出

環境保全活動団体の
活動の輪を広げる

ウォーターフロント 鹿児島駅

ナポリ・パース通り

天文館

軌道敷緑化

城山公園

市役所周辺

鹿児島中央駅

JＴ跡地

甲突川河畔

市電軌道敷緑化とおはら祭観光レトロ電車パース図

豊かさ実感リーディングプロジェクト

“花と緑の回廊”環境創出プロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

～環境を保全し、花と緑が彩るまちを創ります！～

　自然林の残る城山・多賀山などの深緑、甲突川から錦江湾に
注ぐ水の流れ、これら豊かな緑と水とともに鹿児島の風土は培
われています。この美しい自然と人が共生する環境を保全する
中で、既にある市電軌道敷の芝生や街路樹などの緑の道に加
え、新たな魅力としてＪＴ跡地、市役所周辺、鹿児島駅などに市
民が憩える都市の杜（花緑拠点）を創るとともに、両地点間を
結ぶ街なか（中心市街地）を花と緑が彩る回廊として演出し、
回遊性を楽しめる都市空間を創出します。

●ヒートアイランド現象の緩和や都市の生態系の向上、地球温暖化対策等を図るため、城山公
園の保全、街路樹や屋上・壁面緑化など連続した花と緑のネットワーク形成を市民、地域・
NPO、事業者等と協働で進めていきます。
●23年の都市緑化フェアの開催を１つの契機とし、街なかに市民が憩い、豊かさを感じること
ができる都市の杜（花緑拠点）を創るとともに、花や新緑、紅葉などの季節感を感じながら
散策できる都市空間づくりを行います。
●また、市電の魅力活用やにぎわい創出につながるイベント等を支援するなど、花と緑の都市
空間と一体的に楽しめる総合的な演出を行い、高速鉄道時代の核となる鹿児島中央駅から
の回遊性を高めます。

実
施
す
る
主
な
取
組

目
的
と
概
要
・
協
働
連
携
体
制

推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

都市の杜の整備
天文館公園の再整備

観光レトロ電車製作

JT跡地の緑地整備
市役所周辺の緑地整備

環境保全活動のネッ
トワーク構築

緑化等の活動支援

観光レトロ電車の
運行

協働による緑化等の
活動

H24 H25 H26 H27 H28

①都市の杜づくり

②花と緑の回廊
　づくり

③環境・
　景観保全活動

④にぎわい創出活動

⑤路面電車の
　魅力向上

■ＪＴ跡地、市役所周辺、鹿児島駅などを市民が憩える都市の
杜（花緑拠点）として、市民等が参画する中で、整備していき
ます。

建設局・
企画財政局

建設局・
教育委員会

■市民、企業、地域・NPO等の緑化活動を支援し、それぞれが役
割分担しながら、街なか（中心市街地）に花と緑の回廊を協働
で創っていきます。

環境局・
建設局

■緑化活動への参加者、参加企業を集め、環境保全活動団体の
ネットワークを生かし、拡充することで活動の輪を拡げます。
また、環境保全（緑化）活動への支援を行います。

経済局・
建設局

■花と緑の回廊整備に合わせ、商店街等が行うにぎわい創出に
向けたイベント等を支援します。

■観光レトロ電車を製作するとともに、花と緑の回廊と一体と
なって、多彩な路面電車を生かす取組を進めます。 交通局

緑化活動実施、にぎわい創出活動支援

環境保全の活動を拡充

壁面緑化・屋上緑化支援、花いっぱい運動支援

観光レトロ電車運行

プロジェクトのイメージ図
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目標現況

目標現況

中心市街地のにぎわい

鹿児島中央駅東口広場の立体花壇

中央公園の芝生と花壇

豊かさ実感リーディングプロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

目
標
指
標

このようなまちを目指します！

み
ん
な
の
役
割

「街なかに花と緑が充実して
いる」と感じる市民の割合

主な指標

公園、街路樹等の環境保全活動
に関心を持っている市民の割合

中心市街地における屋上・壁面
緑化の整備面積

目標現況

％

目標現況

㎡ ㎡

目標現況

％

％％

算出方法等： 市民意識アンケート調査

算出方法等： 市民意識アンケート調査

1,300 2,000

76.1 78.0

58.8 60.0

市民　　

地域・NPO等

事業者

行政

◇将来世代のために、積極的に環境保全活動に参加しましょう。
◇花いっぱい運動を広げ、彩りのある花壇を充実させましょう。

◇専門分野を活かし、市民の地域活動等を先導しましょう。
◇横断的な連携を図り、役割を分担しましょう。

◇地域の一員として、環境保全活動に取り組みましょう。
◇地域・NPO等と役割分担しながら、協働して取り組みましょう。

◇建設局、環境局等が中心となって進めていきます。
◇市民、地域・NPO、事業者等の協働事業が進むように活動を支援
していきます。

（H28）

（H28）

（H28）

142 143



各プロジェクトに
参画する市民、

地域・NPO、事業者等

“地域で守る”生涯
安心安全プロジェクト

“ディスカバーかごしま”
文化創造プロジェクト

“食の都かごしま”
チャレンジプロジェクト

“花と緑の回廊”
環境創出プロジェクト

支 

援

“地域のきずな”活性化プロジェクト
コミュニティ活動　

豊かさ実感リーディングプロジェクト    

“地域のきずな”活性化プロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

～市民が主役の協働のまちづくりを進めます！～

　各プロジェクトを効果的に実施するためには、
行政、市民、地域・ＮＰＯ、事業者などが協働で取
り組んでいくことが求められており、多様な主体
が協働しやすい環境づくりを総合的に進めます。

●各プロジェクトのテーマに応じて、専門的な知識や技能を持った職員等を派遣するほか、協働の
取組について市民の関心を高める“協働フォーラム”を開催することにより、協働意識を醸成し
ます。
●各プロジェクトに参画するＮＰＯや企業等の発想を生かした事業提案を採用し、その活動を重点
的に支援するほか、ＮＰＯ間のネットワークづくりを支援することにより、協働事業の促進を図り
ます。
●地域のきずなが活性化するよう、広く市民が参加し、さまざまな組織が連携する「地域コミュニ
ティ連携組織」の立ち上げを支援し、コミュニティビジョンに掲げた方策の具体化を進め、活力あ
る地域コミュニティの実現を図ります。

実
施
す
る
主
な
取
組

目
的
と
概
要
・
協
働
連
携
体
制

推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

プロジェクトのイメージ図

市政出前トークの
実施

企画提案型まちづく
りモデル事業の実施

協働フォーラムの
開催

ＮＰＯネットワーク
支援事業の実施

ポータルサイトの
開設・運用

コミュニティ活動
推進講座

地域コミュニティ
連携組織の形成

H24 H25 H26 H27 H28

①協働意識の醸成

■各プロジェクトに参画する団体等の要請に応じて、各テーマ
に関する専門的な知識や技能を持った職員等を派遣するほ
か、ＮＰＯ等が協働・連携した事例の発表や、相互の交流を図
る「協働フォーラム」を開催します。

市民局

②協働事業の促進

■各プロジェクトの内容に沿ったテーマについて、ＮＰＯ等の特
性を生かした企画提案を公募・選定し、協働で事業を実施す
るほか、ＮＰＯ活動の活性化や活動基盤の強化を図るため、Ｎ
ＰＯ間のネットワークづくりを支援します。

市民局

③コミュニティ
　ビジョンの推進

■本庁と各支所が連携と情報共有を図りながら、新たな地域コ
ミュニティ連携組織の立ち上げを、運営・活動両面から支援し
ます。また、コミュニティビジョンの地域別説明会を全市で開
催し、ポータルサイトを開設・運用するとともに、地域での連
携を推進・調整する人材を育成します。

市民局

テーマ設定

協働フォーラム開催

情報交換会開催（所管課・NPO）

H23～立ち上げ支援・地域別説明会開催

ポータルサイト※の開設・運用

H23～既存事業の拡充

初年度：募集・選定､翌年度：協働事業の実施
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目標現況

目標現況

武町内会 夏祭り

平川校区 夏祭り

豊かさ実感リーディングプロジェクト

基本計画／豊かさ実感リーディングプロジェクト

目
標
指
標

このようなまちを目指します！

み
ん
な
の
役
割

市民や地域団体、NPO、事業者
などが協力しながらまちづく
りを進める“地域のきずな”を
実感する市民の割合

主な指標

NPO法人との協働事業数
（委託、補助等）

地域コミュニティ連携組織数

目標現況

％

目標現況

団体 団体

目標現況

％

算出方法等： 市民意識アンケート調査

0

36.9 47.0

件件
31 45

市民　　

地域・NPO等

事業者

行政

◇各プロジェクトへの理解を深め、積極的に活動に参加しましょう。
◇自分たちの暮らす地域は自分たちでつくるという意識を持ちましょう。

◇専門分野を生かし、各プロジェクトに参画しましょう。
◇横断的な連携を図り、役割を分担しましょう。

◇専門分野を生かし、各プロジェクトに協力しましょう。
◇横断的な連携を図り、役割を分担しましょう。

◇市民局、各プロジェクトの担当部局等が中心となって進めていきます。

※ポータルサイト： 関連する分野別に情報が整理され、リンク先が表示されているウェブサイト。

40

（H28）

（H28）

（H28）
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